
















































































































































































































































































































































































































りょうこっ けいまん にく しゅうてき
して、長者を凌忽し、同列を軽'慢するを見る。人、之を疾むこと譽敵の女ロ
に< しきゅう か そこ
〈、之を悪tfこと鴫鳧の如し。此<の如く学を以て自ら損なわぱ、学無き
し いにしえ
に如かざるなり。古の学ぶ者は己の為Ｉこし、以て足らざるを補うなり。今
の学ぶ者は人の為にし､唯だ能<之を説くなり。古の学ぶ者は人の為には、
道を行ない以て世を利するなり。今の学ぶ者は己の為には、身を修め以て
う
進tfを求むるなり。夫れ学は、猶お樹を種うろが如きなり。春は其の華を
め と
玩で、秋は其の実を登る。講論文章は春の華なり。身を修め行ないにﾎﾞﾘす
るは秋の実なり。
○そもそも学問とは、益を求める手段に過ぎない。人によっては、数十巻ほ
どの僅かな書物を読んだ程度ですぐに自ら不遜になって目上の人をないが
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しるにしたり、同輩を小ばかにしたりする者がいる。…このように学問を
したことで自分を損なうのであるならば、学問などしない方がまだましと
いうことになる。かつての学問をする人は自らのためにその足りない部分
を補足しようとした。今の学問をする者は人に対してそれをただひけらか
すだけである。かつての学問をする人は人に対して正しい道を実践して世
の中をよくしようとした。今の学問をする者は自分のために【学びの道を
歩んで】官吏になって出世することを求めている。
さて、いよいよ「学問のあり方」をめぐる教えであるが、如何であろう。現代
にも通じるような教えであるが、果たして皆さんはどのような疑問や問題を抱い
ているのであろうか。
おわ〃に
以上、冗長な結果となりました。ここからは文体を変えてみたいと思います。
それでは、国士舘大学文学部で学ぶことのできるのものとは、一体何でしょうか。
それは、「仁」すなわち「礼節」を備えた「文武両道」の生き方であると考え
ます。提題者が国士舘大学文学部に奉職したのは1986（昭和61）年４月。爾来、
今2013（平成25）年９月まで､27年６箇月に亙って清代（17世紀～２０世紀）ユー
ラシア諸領域の歴史的構造分析に関する研究と教育に携わってきました。
管見の限り、歴史上の事例から窺えることは、洋の東西を問わず、「武から文
武両道をなし得た」事例はごくごく少なく、一般に「文からのみ文武両道は叶え
られる」ということです。これは、旅11項中学時代から大連の満鉄道場に通った縁
で高野茂喜範士に師事した稀代の剣の達人（本人は段位や称号を何とも思ってい
ませんでしたが、息子として錬士７段までは記憶しています）にして歴史学者と
しても３４歳で日本学士院賞を受賞している亡父の教えですが、剣道歴50年の私
自身は何れの道も未熟なまま、模索の日々が続いています。
「文からの文武両道｣。これこそは、国士舘大学「文学部」で学ぶことのできる
最も意義のある基本理念です。そしてそこからは、仁・義・礼・智の解る「東
洋人」として世界に誇ることのできる「壮健なる心」の生き方が生まれます。か
つて手塚治虫編『孔子」（伝記・世界の偉人２、中央公論社、1985年10月。の
ちに中国で中文版が北京・学術期刊出版社から1989年１月に刊行されたほか、
日本でも鴫中書店から『世界の四大聖人②孔子・釈迦』に再録されて2003年９
月に出版）を手伝って、資料や註記を考証し、「孔子一礼・楽・仁に生きた人」
と題する巻末の解説（中文版では「孔子一爲礼、楽、仁而生的人｣）を記した者
として、そのことを人一倍強く受け止めています。
『孟子』「離婁篇第四上」には､｢人々が礼儀道徳を失い､不仁者が高位にいて、
その側近がまた不仁者で口先だけのおしゃべりでご機嫌取りばかりをしているよ
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うでは国家という組織はすぐにも滅びるしかない」ということについて、
事し君無し義、進退無し禮、言則非二先王之道_者、猶二沓沓_也。故曰、責二難於
君_、謂二之恭-．陳し善閉ﾚ邪、謂二之敬-．吾君不し能、謂二之賊_。（君に事え
て義なく、進退して礼なく、言えば則ち先王の道を非る者は、猶お沓沓のご
ときなり。故に曰く、「難きを君に責むるは、之を恭と謂う゜善を陳べ邪を
閉ぐは、之を敬と調う。吾が君は能〈せずとするは、之を賊と謂う」と｡）
君に仕えて義の行ないがなく、進退に当たっては礼を欠き、口を開けば妄り
に先王の道を誇るだけの者は、口先きだけの御機嫌取りに過ぎない程度の意
味しかない。それだからこそ言いたい。「難しい先王の道を君主に実行させ
ようと強く託すこと、これを恭と言う。善道を述べて君主の邪心を閉じ込め
てしまおうとすること、これを敬と言う。自分の君主には仁政などできはし
ないのだからとしてしまうこと、これは君主を賊害することであると言う」
と。
とあります。つまり、仁徳を具えた誠の得難い部下というものは、一見すると自
分の主人に逆らい、主人を追い詰めて苦しめているだけのようではあるけれども、
実は真に主人を思い、組織を思い、過ちの無いようにしようと心をくだいている
人達なのです。人々が礼儀道徳を身に付け、仁者が高位にいて、側近もまた仁者
で言うべきことをしっかりと主人に迫るようであれば、その組織が長きに亙って
存続できる道はみえるということなのです。
そこで、現役生の皆さん、「国士舘」創立時における「建学の精神」の実現に
欠くことのできない「国士舘大学文学部」の独自性について、今一度確認してい
ただきたいと思います。その上で、まずは国士舘の誇る中央図書館に行って【漢
籍の古典】にチャレンジしてみて下さい。
「国文学」と「漢学」による正しい知識と「礼節」を身にそなえ、そこから皆
さん御一人御一人が望む「学問の道」あるいは「人生の道」を始めてみては如何
でしょうか。
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